
- 1 -

４０年前の吹き付けロックウール調査

2006/11/14
武田利一（埼玉県立久喜工業高等学校）

０．はじめに

本校の特別棟２階にあるパソコン室のパソコンに対して、今年の夏に更新予算が付きま

した。そこで、更新機種など選定や配置図などを作成することになった私は、その部屋の

天井に「吹き付けロックウール」が施工されていることに気づきました。

それまで４０年間使用してきた多くの先生方からは何も言われていなかったので、気づ

かなかったのです。そんな気になったのは、昨年のアスベスト問題が絡んでいたのでしょ

う。

埼玉県が昨年全県一斉にアスベスト調査をしたときの本校の報告では、その部屋につい

ては「異常なし」とのことでしたが、気になって仕方がないので、調査してみることにし

ました。

(パソコン室) (天井)

（空調機付近） （盛り上がったニックウール）
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(天井の梁の角) (天井の角)

１．４０年前の施工図より

倉庫の奥から４０年前に増築したときの施工図を出してもらってチェックすると、その

当時の部屋名「視聴覚室」は、１９６６年（昭和４１年）４月施工され、天井に「ニック

ウール」と記入してあった。たぶん当時盛んに防音用に利用されていたロックウール（岩

綿）を吹き付けた物である。その後、１０数年前に「パソコン室」に改造したときは、天

井はそのままであったと思われる。（ただし、その証拠は見つかっていない。）

（昭和４１年の施工図） (天井部分施工図)

(ニックウール吹付の文字がある)
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ニックウールをインターネットで検索してみると、当時存在していた「東京ニックウー

ル㈱」の商品名であることが分かった。「ニッカウール」と記載された物もあるようだ。

どちらにしろロックウールの商品である。

２．東京ニックウール㈱は？

インターネットで、ロックウール工業会の加入会社を調べてみると、日東紡やニチアス

など大手の会社に混じって、東京ニックウール㈱は１９６９年（昭和４４年）９月から１

９８７年（昭和６２年）まで所属していたことが分かった。しかし、ロックウール工業会

が平成１７年９月に出した報告書「石綿（アスベスト）含有製品の製造時期等の調査結果

について」によると、退会している東京ニックウール㈱の商品については不明とのみ記載

してある。不安は増大していく。

さらに、インターネットで調べていくと、東京都が平成１７年９月に出した手引書「民

間建築物等のための建築物アスベスト点検の手引き」１９頁に、東京ニックウール㈱の商

品「ニッカウール」については、全ての項目に「不明」が記載され、最後に昭和６２年１

２月大臣指定取消しと不安な文字が浮かび上がってくる。
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３．(社)日本石綿協会による分類

インターネットで調べていくと、石綿(アスベスト)協会が平成１７年９月に出した報告

書「飛散性石綿含有廃棄物の処理について」２頁に次のような分類が書いてある。

この中にはっきりと「ニッカウール」がアスベスト入りであることが明記されている。

なぜ、埼玉県の昨年の調査で「異常なし」となったのだろうか？

４．文科省のホームページより

平成１７年７月の文部科学大臣・中山成彬のメッセージ「学校施設等におけるアスベス

ト使用に関する実態調査の実施について」の２に、吹き付けロックウールに関する文面が

ある。



- 5 -

この文面を見れば、なぜ、埼玉県の昨年の調査で「異常なし」となったのか不思議でな

りません。

５．国立国会図書館へ調査に

１１月１４日(火）埼玉県民の日を利用して、国会図書館へ調査に行ってみた。授業の

ある平日はなかなか行けないので、本当によい機会であった。

国会図書館の本館の真ん中にある貸し出し受付の上の壁に「真理がわれらを自由にする」

とスローガンが書かれているのを見て、感動してしまったのは私だけだろうか。

早速、貸し出して欲しい内容を言うと、パソコンで検索してくれて、すぐに手に入った。

その在庫の多さはすごいという一言に尽きる。第１閲覧室で、ゆっくり閲覧することが出

来た。多くの人達が調べ物をしているアカデミックな雰囲気である。

貸し出してくれたのは、ロックウール工業会の平成１１年６月に発行した「５０周年記
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念誌」である。ロックウールの歴史が詳細に

書かれているので、大変勉強になった。

電気絶縁体や防熱防火、保温などに使われ

ているアスベスト(石綿）が国内ではあまり産

出できないので、１９３７年(昭和１２年）６

月に逓信省の可児引一博士が、岩石から繊維
か に

を作る研究の結果、ロックウールを完成させ

た。１９４０年（昭和１５年）軍艦用に利用

し需要が増大し、戦後の１９４６年（昭和２

１年）にはＧＨＱのベーカーより注文が殺到

し、１９４９年(昭和２４年）に「岩綿工業会」が発足している。１９５３年(昭和２８年）

には、防音校舎用に使われた。１９５５年から１９６１年の「岩戸景気」には「豆たんあ

んか」が大流行した。１９６０年(昭和３５年）吹き付けロックウールが実用化され、彼

方此方のビルの建築に大いに使われることになる。１９６９年(昭和４４年）に「不燃材

料」に認定されると、防火用に大いに利用された。

ちょうどこの頃１９６６年（昭和４１年）に、本校の該当の部屋も施工されたようであ

る。埼玉県の建築物なので、埼玉県庁のどこかに施工計画表が保存されているのではない

かと思うのだが。

その後、アスベスト公害が明るみに出て、１９７５年(昭和５０年）にロックウールの

アスベスト含有について労働安全衛生規則で規制強化がされ、１９７８年(昭和５３年）

にはロックウールの中のアスベスト量は５％未満と建設省住指発第６９８号で定められ、

さらに１９８０年(昭和５５年）には、建設省住指発第１８号で全廃と言うことになって

いる。したがって、現在のロックウールにはアスベストは含有されていないので、建設年

月日がその有無を知る上のボーダーラインになると言うことである。
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検査は、Ｘ線などを用いてするようであるが、ロックウールに含まれるアスベストが大

変少量なため発見しにくいとのことである。そこで、建設年月日が判断の決め手になるよ

うである。

６．ロックウール工業会を訪ねる

国会図書館で見た「５０周年記念誌」にロックウール工業会の住所と電話番号が書いて

あったので、それを頼りに直接たずねてみた。場所は、東京都中央区日本橋２－１２－９

グレイスビル１Ｆで、電話番号は０３－５２０２－１４７１である。

電話をしてみると、話を聞いてくれると言うことで、早速訪ねていった。応対に出たの

は、常務理事の畑地実さんである。概要を話すと、「５０周年記念誌」や上記の報告書な

どを示しながら、「今は工業会に所属していな

いが、東京ニックウール㈱の商品のニッカウ

ールは時期的に見て確かにアスベストが入っ

ているロックウールであることは間違いない。

東京ニックウール㈱がなぜ退会したかの理由

は分からない。」と説明してくれた。その後の

説明の中で、退会した１９８７年は「いざな

ぎ景気（１９８５年～１９９０年）」の最中で

もあるので、倒産したのではなくて他の理由ではないかとか、久喜工業高校を施工した時

期は、ロックウール工業会に属していないが、その前は石綿(アスベスト）協会に属して

いたのではないかとか話してくれたが、証拠はない。

７．最後に

個人的な調査の結果、昨年の埼玉県の調査がどのような物であったのか分からないが、

もし発見できなかったとすると非常に微量のアスベストが入っている状態だったと思われ

る。文科省大臣が言うように少量と言えども除去するのが、学校現場としては大切なこと

であると思う。パソコンの入れ替えより前に撤去工事をするよう埼玉県に要請してもらい

た。


